
件 名 海技大学校・第１実習実験棟空調機新設・撤去及び空調機用電源敷設
調査対象事業者

名
株式会社安福冷暖

調 査 年 月 日 令和5年12月15日 場 所
提 出 資 料

① 当該価格により入札した理由及びその内訳書
② 当該契約の履行体制
➂ 手持ち業務等の状況

⑤ 経営内容
⑥ 本業務の工程表

調 査 内 容
① 当該価格により入札した理由及びその内訳の確認
② 当該契約の履行体制の確認
➂ 手持ち業務等の状況の確認

⑤ 経営内容の確認
⑥ 本業務の工程表の確認

調査結果及び結論等

① 当該価格で入札した理由について

② 当該契約の履行体制について

➂ 手持ち業務等の状況の確認

⑤ 経営内容の確認

⑥ 本業務の工程表

　提出された工程表によると、本業務は令和６年２月の１ヶ月間で行われる。同時期に受注
している同種業務は現時点で他に3件あるが、うち1件は重複する期間もかなり短いことと、
手持ち工事が終盤にさしかかることから、本業務を行う上で支障は無い。

　過去３年間とも国及び地方公共団体等からの受注があり、同種業務における実績
や経験は有している。

④ 国及び地方公共団体等から過去３年間において
   受注・履行した同種の契約件名及び発注者

④ 国及び地方公共団体等から過去３年間において
   受注・履行した同種の契約件名及び発注者の確認

　現在の物価上昇以前に仕入れていた部材の在庫を保有しており、それらを使用することで
費用を安価に抑えることができている。手持ち資材の状況としては、緊急依頼に対応するた
め、常に一定数の在庫を保持しており、現在の値上げ前の価格での供給を可能にしている。
長年にわたり取引のある協力会社のため、特に受注したい案件にはさらに安価な掛け率での
供給が可能となっている。

　各機器、室外機の取付に応じて日数を配分しているため、業務を行う上で特に問
題はない。

　上記のとおり、当機構の設定した調査基準価格を下回る入札価格ではあったが、
物価上昇以前に仕入れていた部品・資材の在庫を活用できるからであり、当機構の
仕様書に基づいた業務の実施は十分可能であると判断される。

低入札価格調査の実施経緯

独立行政法人海技教育機構（電話によるヒアリング）

　自社の作業員、協力会社の作業員を多数確保しているため、良質な業務を行うこ
とができるとのこと。

④ 国及び地方公共団体等から過去３年間において受注・履行した同種の契約件名
及び発注者について

　貸借対照表・損益計算書を確認したところ経営上特段の問題は見受けられず、健
全な経営が行われている。


